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平成 22年 5月 18日 開催

薬事・食品衛生審議会

運 営 委 員会提 出資 料

l lll紙

日本赤十字社

試行的 HEV20プール NAT実施状況について

(輸血後 HEV感染の予防対策)

1,試行的HEV20プータレNAT実施状況        .‐

北海道赤十字血液ヤンター管内

調査期間:平成 17年 1月 1日 ～平成22年 3月131日

献血者数  HEll=RNA陽 性   陽性率       、

H17.1～H18.2れ    341,174    45     1/7,582｀

H18.3～ H21.12*? 1,101,696    131     1/8,41o

給蒔汁        1,442,870      176       .1/8,198

*1北海道センタ‐にでNAT実施 (ALT高値、検査不合格検椰 含む),

'2血
漿分画センタ‐にてNAT実施 (AL↑ 高値t検査不合格検体は除く)

2.HEV― RNA陽性献血者の内訳         .
別添   :



2 HEV RNA陽 性者の内訳

潟1添

調査期F・l1005年 1月 1日 ～201鷹印月01日

保血日 年 齢 性 別
lR1/0

HCV航体 旧
ｍ

蹄
麹
鶏

喫食歴調査 週及対象 受血者情報

2005/01/04 熱 卜明レ′`一 無

405/02/07 無 ′タレィ‐ 無

2005/02/13 無 口答れ 無

2005/03/25 無 ヨ答なし 猥

2∞ 5/03/27 有 F明レパー(Pal診 時) F血球製剤破授のため院内廃葉

ンシ精肉 ■生 無

2005/04/15 無 プタホルモン、シカ精肉 十分加熱 無

氣 無

2005/04/" 無 肇業なし

2005/04/28 無 コ答なし 無

十 無

'シ

ホルモン^ブタ緒肉 ヒヽツジ綺肉 該 患により死亡

無 ヨ答なし

不明レバ‐ プタ精肉 十分加熱

“

2005ハ7/03 無 Ial答 なし 無

無 プタホ,レモン、ウシ精肉tプタ精肉 ■生

無 ンシレ′`一 有 妻疾患により死亡

無 無

卜生
無

無 ブタホルモン、不明レバー.tツジ精肉 十分加熱 有 曰感染KIIIス

":選
簾 員会報告議み )

2005/09/27

'シ

澪肉、プタホルモン、とツジ蒲肉 十分加熱

無 コ答なし 無

無

'シ

精肉、プタ精肉 十分加熱 無

無

有 ブタレバー、プタホルモン、ウシ綸肉 十分加熱 無

有

21X5/11/29 33 有 コ答れ

有
シ編肉、ヒツジ積肉 +生

員疾患により死亡

有 不鶴レ′`― 十分加熱 iev●果o180120連 曽委員会報告済み)

無 無

I・l答なし 無

採血日 年 鈴 性 別 順∽
HⅣ抗体

調̈
粕

嗅食歴調査 遡及対象
供綸製剤

彙血者情報

有 ウシレバー、ウシ緒肉 卜分加熱 無

無

'シ

レパー、プタ杓レモン、ヒツジ精肉
「

生

ラシ綺 肉 _セッジ焙 肉

2000/01/13 有

'シ
レバー、ウシホルモン 卜分加熱 無

無

無 回答力t 無

2000/● :/25 無 下萌レバー、セツジ精肉 卜分加熱 有 自血後10日 現在、暉 ―カーの嬌細よ見られず追跡調査終了

2000/01/30 杏なし

有

'シ
薇肉、ウシホルモン、プタ精肉 卜分加熱 無

有

不明 卜明 無

2000/02707 無

'シ

精肉 卜分加熱 無

2000/02/17 無 無

“

無 rン ジ給肉 卜分加熱 無

無 ′夕継肉_プタレ′tiヒツジ緒肉 無

無 Inl答 なし 無

無 コ答なし 無

48 m16/03/02 + 無 ウシ・プタ(精肉、レバーtホ J●tン )、 ヒツジ綸肉 卜分加熱 無

2000/03/27 無 準践ι 無

m6/04/01 R / =ツ
ジ精肉 F生 無

2003/04/04 / ブタ精肉
`不

明レバー 卜分加熱 無

/ ノタレバー|ウシ練肉、プタ給肉、ヒツジ精肉 論 加熱 無

53 2000/04/10 / ζζ題1・

=ζ

棄::重

`
「

分加難 無

2●10/04/22 / コ答なし 無

2003/04/20 /
'タ

レバー 無

/ ツジレ′← 卜分加熱 無

2000/07/07 / コ0い嗜
"ニ

織

2000/07/11 / ヨ窄晏場N´ 無

劉 07/`2 / ヨ答札 銀

/ ンシ籠肉、プタ精肉、プタ和 レモン.プタレバ■ 十分加熱 義



採血日 年 齢 性 別 蒻ｍ
HEV抗体 口

触 棗̈一鶏

喫食歴調査 週及対象
供給製剤

受血者情報
囲 lrG 譴ぺ方

2000/03/01 / プタホルモン、ウシ精肉、プタ精肉、ψ ジ精肉 卜分加熱 無

/ 黎食歴なし

/ プタ精肉、ヒ
"精

肉 十分加熱 無

"“
/10/21 / 不明 無

/ ツシ精肉、プタ精肉 十分加熱 饉

2000/11/23 / ヨ答札 無

20“/12/Ol / ブタ精肉 十分加熱 無

/ ,シ素肉 卜分加熱 無

2000/12/04 / ,シ練肉.ウシホルモン 十分加熱 無

/
2007/03/15 / ′夕しバー、プタホルモン 半生 無

2007/00/27 / F明 レパー 十分加熱

2∞ 7/04/07 / 無

る

一

“

/ :ツジ精肉.プタホルモン 十分加熱 無

/ メタ生′ヽム (自 家製 ) 半生

/ |ツジ精肉、プタホルモン 十分加熱 無

/ ンシ精肉、ヒツジ精肉 十分加熱 無

2007/06/21 / '夕
薔肉

:ツジ結肉 ■生
無

/ プタ給肉 十分加熱 無

2∞ 7/07/24 / 離食歴なし 無

aX17/07/29 /
/ ′夕精肉、プタホルモン.プタレバー 十分加熱 無

/ 紛 加 熱
無

/
=ッ

ジ絡肉 ■生
鑽

/
/ 認食壼なし 館

2∞ 7/09/18 / ンシ精肉、プタ精肉、ウシホ,レモン、プタホルモン +生

88 / ガタホルモン 十分加熱 無

鰤 7/10/03 / ノタレバ■、プタ綸肉 十分加熱 無

2a17/1● /03 / 健食歴なし

採血日 年齢 性 別 ω /LD "Ⅳ
抗体 耐

叫
購鮎
粕

喫食歴調査 通及対象
供給製剤

受血者情 報

/ ブタ精肉 卜分加熱 無

2∞ 7/10/18 / ウシ精肉、プタ精肉.ヒツジ精肉 十分
"熱

無

/ 卜明

/ ′タホルモン、プタレバー 卜分加熱 無

/ 生
無

1 / ′バー、ホル■ン 卜明

ノ
/ ド明 無

2007/:1/24 / 明ヽ 無

/ ド明 無

/ "l- ド明 無

/ ,シ綺肉、プタ綸肉 卜分加熱 無

/ 無

/ プタレバー、プタ和レモン 卜分加熱 無

）
鰍

2003/02/04 / 朝 無

2008/02/00 / プタホルモン 卜分加熱 無

/ 卜明レバー 十分加熱 無

/ ド明 無

2000/03/11 / 無

2山/03/25 / 契食歴なし 無

20m/m/26 / ブタ精肉、ウシ霜肉 十分加熱 無

2003/03/29 / アタ精肉 十分

"熱
彙

/ 硼 レバー 粉

"熱
無

2008/04/16 / ド明 無

2003/05/12 / み稲肉.プ タホル‐ 牲 無

2m3/05/23 / 明 彙

2003/05/28 / 「
夕和 医 ン 扮

"餞
毎

20084024 3 / ル レバー
ラシ洵 レモン_ウシ_ブ,_ヒツジ鰭由 無

11 / 夕織 肉 II●jll腱 颯

/ ンシ、プタ、ヒツジ練肉 辛生 無

M8/07/40 3 / 無



採血日 年 齢 性 別 順ｍ
HIV航体

ＨＥＶ融
に諸
鶏

曖食歴調査 遼及対彙
受血者情報

/ 不gjB
無

/
'シ

精肉、プタ精肉 十分加熱 無

2000/07/2, / 不明 無

:“ 2003/07/30 / F明 無

2000/03/20 / 不明 無

2008/09/00 / ド明 無

// ド明 無

/ プタ、セッジ綸肉 卜分加熱 無

2000/09ノ

`0
/ 不明 無

2008/09/10 / F明 無

/ ンシレ′ヽ_プタレ′‐
「

分加熱 麟

// ′夕精肉、プタレバー 卜分加熱 無

2008/09/21 / 卜明

〕

『
願

/ 卜明 無

2008/10/10 30 / ンシ、プタ、ビツジ綸肉 卜明 露

/ ,マ精肉 無

/ 卜明 レバ ー 士 無

/ 卜明 無

/ ンシホルモン、プタ希肉 讐生 無

2003/11/11 / 卜1月 無

2螂/12/OS / ′タレバー 十分加熱 無

2000/12/m / ンシ、プタ、ヒツジ精肉 十分加熱 無

/ ,シ プタ(轟肉、レバー、わレモン) 十分加熱 無

/ ド明 無

/ F明カレモン 十分加熱 無

2009/02/16 /
'タ

レ′‐

`明

無

20"/● 2/23 / ,シ、プタ練肉 無

/ ブタレバー、ホルモン 十分加熱 無

2000/04/`0 / 五
時

無

/ 不明ホルモン ド明

採血日 年 齢 性別 薗∽
H■晰 体 時諸

狛

喫食歴調査 遡及対象
供給製剤

受血者情報

2000/04/2, / F明 無

2m/00/o4 / 卜明ホルモン

醐一輛」

無

/ 無

"∞
/07/01 /

'シ

精肉、プタホルモン 「分加熱 無

/ 無

●19/03/01 / ,シ績肉、プタホルモン 卜分加熱 無

/ ド明 無

2009/09/04 / ンマ精肉 ヒ 露

/ ンシレ′← 卜生 無

/ アタ精肉 卜分加熱 薫

/ ド明

2009/10/27 / ′夕種肉、プタしバー 卜分加熱 無

/ ンシ・プタ精肉、ウシレバー 卜生 無

騨
”
は

2009/11/28 / ド明 栞

/ ンシレ′`一 無

2000/12/17 /
'シ

綺肉、プタレバー.ウシ・プタホルモン 卜分加熱

2009/12/24 / :ツジ精肉 F明

2009/12/28 / ド明 無

/ ,シレ ‐ 無

"10/01/19
/ ′タホルモン

「
分加熱 無

2010/01/21 / テタレ■‐ .ウシ締肉、プタ精肉 論 加熱

20tO/02/20 / ンシ綸肉 勝 加銀 無

1" / 幼 縮肉 F生 無

/ 鋪 肉 勝 加熱 無

2010/03/`フ / ド明 無

2010/03/20 / 夕

"隋
肉 勝 加熱 無

挙
1群

器 轟 鷺 i懺棚 騒 た紹 :躍雁 3器:盤縮 詢 :

わず)の嗅食EJ.なお本諷査は
“
年
"月

11日をもって終了



日本赤十字社血液事業本部 御中

事 務 連 絡

平成 22年 4月 22日

薬事 。食品衛生審議会血液事業部会事務局

厚 生 労 働 省 医 薬 食 品 局 血 液 対 策 課

血液製剤に関する報告事項について

血液事業の推進に御努力いただき、厚く御礼申し上げます。

さて、標記につきましては、平成 22年 2月 10日 付け血安第 52号にて貴

社から報告を頂いたところですが、平成 22年 5月 18日 (火 )に平成 22年
度第 1回血液事業部会運営委員会が開催されますので、下記の事項について資

料を作成いただき、平成 22年 4月 28日 (水 )ま でに当事務局あて御提出い

ただきますようお願いします。記の 12については、平成 22年 3月 2日 開催

平成 21年度第 4回血液事業部会運営委員会提出資料を更新のうえ、再度御提

出ください。

なお、資料の作成に当たつては、供血者、患者及び医療機関の名称並びにこ

れ らの所在地又はこれらの事項が特定できる情報を記載しないよう、個人情報

及び法人情報の保護に特段の御配慮をお願いします。

‐               記

1.平成 15年 9月 5日 付けで報告された輸血用ユ液製剤でHIVの感染が疑

われる事例について、残る2人の供血者のその後の検査結果。来訪がなけれ

ば、その旨。

2.平成 16年 3月 22日 付けで報告された輸血用血液製剤でHBV(B型 肝

炎ウイルス)感染が疑われる事例について、残る5人の供血者のその後の検

査結果。来訪がなければ、その旨。

3:平成 16年 11月 26日 付けで報告された輸血用血液製剤でHョ V(B型
肝炎ウイルス)感染が疑われる事例について、残る7人の供血者のその後の

検査結果:来訪がなければ、その旨。

4・ 平成 17年 1月 12日 付けで報告された輸血用血液製剤でHBV(B型 肝

炎ウイルス)感染が疑われる事例について、残る4人の供血者のその後の検

査結果。来訪がなければ、その旨。                          |

5.平成 17年 2月 4日 付けで報告された輸血用血液製剤でHBV(B型 肝炎

ッイルス)感染が鍵われる事Fllに ついて、残る 1人 の供血者のその後の検査     |
結果。来訪がなければ、その旨。

6.平成 17年 6月 23日 付けで報告された輸血用血液製剤でHpv(B型 肝

炎ウイルス)感染が疑われる事例について、残る4人の体血者のその後の検

査結果。来訪がなければ、その旨。

7♭

T鷲女f霞臭暴桑量舞:彗流信ら枚lη農1:賃腎裂五碁3yメ展男駆査    | |
結果。来訪がなければ、その旨。                           |

8,平成 18年 6月 5日 付けで報告された輸血用血液製剤でHBV(B型 肝炎     :「
ウイルス)感染が馨われる事烈について、残る 1人の供血者,その後の検査

結果。来訪がなければ:その旨。                     .

9.平成 19年 2月 20日 付けで報告された輸血用血液製剤FHBV(D型 肝    ■
炎ウイルス)感染が疑われる事例について、残る 1人の供血者のその後の検 1    1 ‐

査結果。来訪がなければ、その旨。                ′         :

10.平成 21年 11月 20日 付けで報告された輸血用血凍製剤で責BV(B    :
型肝炎ウイルス)感染が疑われる事例について、残る0本の供血者のその後
の検査結果。来訪がなければ、その旨。                     |

11.平成 18年 2月 15日 報告、3月 8日 付けで追加報告された輸血用血液  :   : :
製剤でHCV(C型 肝炎ウイルス)感染が疑われる事例について、残る 3人  |
の供血者のその後の検査結果。来訪がなければ、その旨。      |

12.試行的HЁ V20プールNATにらぃて、その後の調査実施状況。  |



血 安 第 154号
平成 22年 4月 28日

厚生労働省医薬食品局血液対策課長 様

日本赤十字社 |

血液事業本部長

血液製剤に関する報告事項について (回答)

平成 22年 4月 22日 付事務連絡によりご依頼のありました標記の件について

は、下記のとおり資料を作成しましたので報告いたします。

記

1.平成 15年 9月 5日 付けで報告された輸血用血液製剤でHIVの感染が疑

われる事例について、残る 2人のその後の来訪なし。 (8名 中 6名 が来所、

検査は全て陰性)                         .

2.平成 16年 3月 22日 付けで報告された輸血用血液製剤でHBV(B型 肝炎

ウイルス)感染が疑われる事例について、残る5人のその後の来訪なし。(37

i名 中32名 が来所、検査は全て陰性)                   |

3.平成 16年 11月 26日 付けで報告された輸血用血液製剤でHBV(B型 府

炎ウイルス)感染が疑われる事例について、残る 7人のその後の来訪なし。

(48名 中41名 が来所、検査は全て陰性)

4.:平成 17年 1月 12日 付けで報告された輸真用血液製剤でHBV(B型 肝炎

ウイルス)感染が疑われる事例について、残る4人のその後の来訪なし。(16     .
名中 12名 が来所、検査は全て陰性 )

5,平成 17年 2月 4日 付けで報告された輸血用血液製剤でHBV(B型 肝炎

ウイルス)感染が疑われる事例について、残る 1人のその後の来訪なし。(追  ヽ

跡調査対象の 4名 中3名 が来所、HBV―DNAは全て陰性。1名 は HBc抗体がEIA

法のみ陽性 HI法陰性、その他の者は全て陰性)

6.平成17年 6月 23日 付けで報告された輸血用血液製剤でHBV(B型 肝炎

ウイルス)感染が疑われる事例にっいて、残る4人 のその後の来訪なし。(26

名中 16名が来所、検査は全て陰性)

7.平成18年 4月 7日 付けで報告された輸血用血液製剤でHBV(B型 肝炎

ウイルネ)感染が疑われる事例につ
|ヽ
て、残る9人?その後の来訪なし。(,3

名中44■ が来所、HBV―DNAは全て陰性。2■ ⅢIBc抗体及びHBs抗倅陽性、

1名 はH3s抗体のみ陽性、その他の者は全て陰性)

8,平成 18年 6月 5日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV(B型 肝炎

ウイルス)感染が疑われる事例について、残る1人のその後の来訪なし。(29

名中28名 が来所、HBV―DNAは全て陰性。2名 はHBc抗体及びH3s抗体陽性、

1名 はHBs抗体のみ陽性、その他の者は全て陰性)

9.平成19年 2月 20日 付けで報告された輸血用血液製剤でHBV(B型 肝炎

ウイルス)感染が疑われる事例にらいて、残る1人のその後の来訪なしも(3

名中2名 が来所、検査は全て陰性)    |

19.平成21年 11月 20日 付けで報告された輸典用血液製剤FHBV(B型 肝

炎7イ ル不)感琴が琴われる事例にっいてくなる3人のその後の本訪なし。

(23名 中20名 が来所、検査は全て陰性)       i

ll.平メ 18年 2月 1,日 報告、3月 ,日 付l,で導カロ報告さ
|れ

た呻血用血準製剤

でHCV(C型 肝炎ウイルス)感染が疑われる事例にういて、残る 3人の

その後の来訪なし。(81名 中78名 が来所、検査は全て陰性)

12:試行的HEV20プ ールNATについて、その後の調査実施状況につい

ては男1紙のとおり。             :




